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NPO 法人 地産地消を進める会 

 

 

 

第５回通常総会 

 

議 案 書 
 

 

日時 2015 年 8 月 25 日（火） 

１７：３０～１９：００ 

場所 アルヴェ 洋室Ａ（４階） 

（秋田駅東口すぐ 住所：秋田市東通仲町 4－1） 

 

終了後、駅前で懇親会を行います。 

 

 

次 第 

 

            （１）2014 年度活動報告 

            （２）2014 年度会計報告  

            （３）2015 年度活動計画 

  （４）2015年度予  算 

  （５）その他 

 

 

※ 総会当日はこの議案書をご持参下さい。
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１．2014 年度活動報告                   

 

 東日本大震災から 4 年余りが過ぎました。3.11 によって脱原発と持続可能な社会への転換が一気に

進むかと思いましたが、安倍政権は原発再稼働や集団自衛権容認など、国民の希望とかけ離れた方向

に進んでいこうとしています。私個人として、朝日新聞のコラムなどを通じて反対の意見表明を続け

ています。 

 しかし、国政への関わりとは別に、地域で生きる私たちは「地産地消」「自給的暮らし」「人と人の

つながり」「有機農業」などを旗印に、自分の持ち場でしっかりと根を張り、粘り強く未来への道を切

り開いて行こうと思います。昨年度の私たちの会は次のような活動を行ってきました。 

 

１．事務所を引っ越ししました。 

 「事業型 NPO」（フルタイムのスタッフを雇い、年間千万円規模の事業を起こして経済的に自立し

て、運動を世代交代させるという NPO モデル）をめざして、2010 年 11 月から秋田市土崎の「チャ

レンジオフィスあきた」に入居していましたが、会の路線を「運動を支援・継承するための NPO」

に変えたこともあり、事務所経費を節約する必要もあったことから、2014 年 12 月に秋田県立大学の

私の研究室に事務所を移転しました。お近くにおいでの際は気楽にお立ち寄り下さい。 

 

２．「地域の食のコミュニティの事業化探求」プロジェクトを始めました。 

 トヨタ財団から助成をいただいて、2015 年 4 月から地産地消の仕事づくりと運動の継承をテーマ

とした活動を始めました。私たちはこれまでトヨタ財団の支援を受けて「地産地消の料理教室」「衣の

地産地消 羊の学校」「オーガニックフェスタ in あきた」「地域の食のレストランネットワーク」など、

秋田発のユニークな市民活動を立ち上げてきました。今回は、こうした活動を若者の仕事作りに結び

つけるために活動を行います。通信にも詳しい説明を載せましたのでご覧下さい。こうした活動を通

じて会の活動と運動の理念が若い世代に受け継がれることを願っています。ご期待下さい。 

 

３．「地域の食のコミュニティづくり」プロジェクト 

（１）「能代ときめきプロジェクト」に参加し、「旬の野菜のワークショップ」を開催しました。 

 能代市の委託を受けて「能代ときめきプロジェクト」に参加し、生産者と消費者のつながりを作る

「旬の野菜のワークショップ」を６回開催しました。能代市内のさまざまな場所で、地域の食を通じ

たステキな出会いと気づきがたくさん生まれたと思います。詳しくは通信で。 

回数 月日 時間 場所 テーマ 

Vol.14 9/27（土） 12:00～14:00 夢工房咲く・咲く（能代市） 親子で楽しむ野菜料理：わいわいバイキング 

Vol.15 10/18（土） 14:00～15:30 槐・四日市集会所（能代市） でらっと常盤：だまこ鍋を満喫する会 

Vol.16 10/31（金） 13:55～15:30 常盤小学校（能代市） 食育プロジェクト体験学習 

Vol.17 11/1（土） 11:30～14:00 ダイニング然（能代市） 出会いのイタリアンプレート 

Vol.18 11/16（日） 17:30～20:00 旧料亭 金勇（能代市） あきた舞妓と能代野菜懐石を楽しむ会 

Vol.19 2/17（火） 11:00～15:00 東部公民館（能代市） 語ろう、能代の食の魅力 

（回数は通算です） 

 

（２）食選択の倫理研究プロジェクトへの参加 

 昨年から京都大学農学部の秋津元輝教授が代表する「食選択の倫理」研究するプロジェクト」に参

加しています。その一環で、オーガニックフェスタの会場を借りて、生産者と消費者の距離を縮める

ための方法を話し合うワークショップを開催しました。詳しくは通信で。 
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回数 月日 時間 場所 テーマ 

Vol.20 8/24（日） 14:30～14:00 セリオン 2 階 みんなで語ろう 作る人と食べる人の距離を縮めるには？ 

 

２．「地産地消の料理教室」を引き続き開催しました。 

由利本荘市で毎年開催している料理教室ですが、今年は 12月 7日に「矢島花立牧場のジャージーヨ

ーグルトを使ってクリスマスケーキを作ります」を開催しました。素材から作り方まで本格的なケー

キ作りをめざしました。これも詳しくは通信で。 

 

３．秋有協などと連携して、食の安全を守り環境に配慮した有機農業を支援します。 

（１）オーガニックフェスタ in あきた 2014 の開催の支援 

 ５年目となる「オーガニックフェスタ in あきた 2014」（OFA2014）を、例年通り 8 月 23～24 日に

秋田市土崎のポートタワー・セリオンで開催しました。来場者は約 6,500 人（前年より 60%増）と過

去最高でした。ゆったりした雰囲気の中で、生産者と消費者が和やかに交流するフェスタ独自のスタ

イルが定着したと言えます。 

 また、フェスタに先立って 8 月 2～3 日に潟上市の食彩館くららで、2 回目の「潟上のオーガニック

マーケット」を開催しましたが、こちらは来場者が少なく、今回で打ち切ることになりました。フェ

スタをほかの地域でも開催するという取り組みは仕切り直しとなりました。 

 

（２）「農を変えたい！東北集会 in 福島」の開催支援 

 東北各県の有機農家が中心となって開催している「農を変えたい！東北集会」ですが、今年は宮城

県の順番となり、1 月 31～2 月 1 日に行われました。代表が呼びかけ人となって開催を支援したほか、

「オーガニックフェスタ」や「地域の食のレストラン」の取り組みを会場で紹介しました。 

 

４．行政や他団体との連携を強化し、秋田の NPOセクターの形成に貢献します。 

（１）「地産地消普及啓発事業」の実施 

 例年通り、秋田県から委託されて、秋田産デーフェアの実演ブースで 4 月、6 月、7 月、9 月、10

月の 5回地産地消の食材や料理を紹介しました。また新しい出展者を増やすために「お試し出展」を

始めました。 

 

（２）「あきた産デーフェア出展者協議会」の支援 

 引き続き事務局を務めましたが、諸般の事情で会員数が約半分の 20団体に減り、協議会の存続が難

しくなっています。そんななかでも 5月のフェアを開催しました。 

 

（３）秋田県有機農業推進協議会（秋有協）の支援 引き続き、事務局として活動を支援しました。 

  

５．さまざまなメディアを通して会の主張や活動を情報発信します。 

（１）通信の発行 通信 41 号を発行しました。回数が少なく大変申し訳ありませんでした。 

 

（２）ホームページのリニューアル ホームページを引き続き更新・充実させました。 

  

６．役員会の開催  １回の役員会を開催したほか、メールによる議論をしました。 

 

８．会員の状況   昨年より 5 名減って、88 名となりました。会員を増やす方策が必要だと思いま

すが、有効な方法を模索中です。 
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２．2014 年度会計報告                   

 

特定非営利活動法人　地産地消を進める会

2014年6月1日から2015年5月31日まで

単位:円

科　　　　　　　　目
特定非営利活動

に関わる事業
その他の事業 合　計 備　　考

Ⅰ.経常収益
１.受取会費 237,000 0 237,000
２.受取寄付金 30,000 0 30,000
３.事業収益 1,192,764 0 1,192,764
 (1)26年度あきた産デーフェア事務委託事業 296,800 0 296,800
 (2)27年度あきた産デーフェア事務委託事業 66,400 0 66,400
 (3)26年度あきた産デーフェア啓発事業 200,000 0 200,000
 (4)27年度あきた産デーフェア啓発事業 55,000 0 55,000
 (5)26年度ときめきプロジェクト 416,800 0 416,800
 (6)26年度検証提言プロジェクト 54,000 0 54,000
 (7)26年度秋有協事務委託事業 100,000 0 100,000
 (8)その他の事業 3,764 0 3,764
４.その他の収益 23 0 23
(1)雑収入 23 0 23
経常収益計 1,459,787 0 1,459,787

Ⅱ.経常費用
１.事業費 1,207,771 0 1,207,771
　　給与謝礼 344,200 0 344,200
　　諸謝金 349,514 0 349,514
　　法定福利費 9 0 9
　　福利厚生費 0 0 0
　　交際費 0 0 0
　　会議会場費 108,262 0 108,262
　　旅費交通費 84,850 0 84,850
　　研修費 0 0 0
　　通信費 117,985 0 117,985
　　消耗品費 170,227 0 170,227
　　外注費 32,724 0 32,724
　　その他雑費 0
２.管理費 226,183 0 226,183
　　光熱水費 44,613 0 44,613
　　地代家賃 123,426 0 123,426
　　諸会費 16,000 0 16,000
　　支払い手数料 32,832 0 32,832
　　租税公課 800 0 800
　　その他雑費 8,512 0 8,512

経常費用計 1,433,954 0 1,433,954
当期経常増減額 25,833 0 25,833

III.経常外収益
経常外収益計 0 0 0

IV. 経常外費用
経常外費用計 0 0 0

当期正味財産増減額 25,833 0 25,833

前期繰越正味財産額 -7,761 0 -7,761

次期繰越正味財産額 18,072 0 18,072

活 動 計 算 書
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（単位：円）

22,054
1,313,458

88,560

1,424,072

0

0 0

1,424,072

170,000
1,146,000

90,000

1,406,000

0

1,406,000

前期繰越正味財産 -7,761

25,833

18,072
1,424,072

前受金（検証提言プロジェクト）

負債及び正味財産合計

流動負債合計

２．固定負債

負債合計

Ⅲ　正味財産の部

固定負債合計

貸借対照表

2015年5月31日現在

特定非営利活動法人 地産地消を進める会

科　　　目 金　　　額

普 通 預 金

当期正味財産増減額
正味財産合計

流動資産合計

２．固定資産

固定資産合計

資産合計

Ⅱ　負債の部
１．流動負債

借入金

Ⅰ　資産の部
１．流動資産

現       金

振 替 貯 金

前受金（あきた産デーフェア啓発事業）
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（単位：円）

 
22,054 0

　
167,458

1,146,000

88,560 0

　 　 　 　
1,424,072

1,424,072

0

0 0

資産合計 1,424,072

170,000
1,146,000

90,000

1,406,000 1,406,000

0 0

負債合計 1,406,000

18,072

前受金（あきた産デーフェア啓発事業）

借入金

口座番号　No．02570-6-6224

流動資産合計

２．固定資産

ゆうちょ銀行　振替貯金

普通預金

固定資産合計

１．流動資産
現金預金

手許現金

秋田銀行　大潟支店　普通預金

財産目録

特定非営利活動法人　地産地消を進める会

科　　　目 金　　　額
Ⅰ　資産の部

2015年5月31日現在

口座番号　No．53066

Ⅲ　正味財産

流動負債合計

２．固定負債

Ⅱ　負債の部

谷口　吉光

前受金（検証提言プロジェクト）

固定負債合計

１．流動負債

秋田銀行　追分支店　普通預金
口座番号　No．1027490
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1．重要な会計方針

2．事業費の内訳

別表「事業別損益の状況」の通り。

3．借入金の増減内訳

（単位：円）

科目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

役員借入金 190,000 0 100,000 90,000

合計 190,000 0 100,000 90,000

4．前受金の増減内訳

（単位：円）

科目 期首残高 当期増加 当期減少 期末残高

26年度あきた産デーフェア啓発事業 200,000 0 200,000 0

27年度あきた産デーフェア啓発事業 0 225,000 55,000 170,000

27年度検証提言プロジェクト 0 1,200,000 54,000 1,146,000

合計 200,000 1,425,000 309,000 1,316,000

5．雑収入の内訳

利子23円である。

計算書類の注記

計算書類の作成は、NPO法人会計基準（2011年11月20日 NPO法人会計基準協議会）によっています。

注記：以上の２つの委託事業は4月1日～3月31日を事業期間とするため、概算払いされた事業費を実施
回数で按分して、残金を前受金として計上した。
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３．2015 年度活動計画                         

 

 

１．設立 20 周年の記念行事を行います。 

 1996 年 7 月 20 日に設立された会も来年で設立 20 周年を迎えます。それを記念した行事を実施し

ます。会員の皆さん、ぜひご参加下さい。 

 

２．「地域の食のコミュニティの事業化探求」プロジェクトを実行します。 

 昨年に引き続き、事業を実行します。来年 3 月にはフォーラムを開催し、単行本を出版します。 

 

３．「地域の食のコミュニティづくり」プロジェクト 

「食選択の倫理研究プロジェクト」などと連携して、年間数回の交流イベントを継続します。 

 

４．「地産地消の料理教室」を引き続き開催します。 

由利本荘市で今年も開催するほか、県内他地域での開催を支援します。 

 

５．秋有協などと連携して、食の安全を守り環境に配慮した有機農業を支援します。 

・7 月下旬に「有機米・大豆の現地見学会」（大潟村、相馬農場ほか）を共催します。 

・8 月 22～23 日に「オーガニックフェスタ in あきた 2015」（秋田市 セリオン）を支援します。 

 

６．行政や他団体との連携を強化し、秋田の NPO セクターの形成に貢献します。 

（１）「地産地消普及啓発事業」の実施 

 例年通り、秋田県から委託されて、秋田産デーフェアの実演ブースで 4 月、6 月、7 月、9 月、10

月の 5 回地産地消の食材や料理を紹介します。また新しい出展者を増やすために「お試し出展」を始

めます。 

 

（２）「あきた産デーフェア出展者協議会」の支援  

引き続き、事務局として開催を支援します。 

 

（３）秋田県有機農業推進協議会（秋有協）の支援 

 引き続き、事務局として活動を支援します。 

 

７．さまざまなメディアを通して会の主張や活動を情報発信します。 

（１）通信の発行  

年１～３回程度、発行します。 

 

（２）ホームページの更新  

ホームページを引き続き更新・充実させます。 
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４．2014 年度予算                         

 

NPO 法人の会計は年度途中に助成金が決まるなど計画通りにならないことが多いため、以下の予算

（案）は現時点における１年間の予算総額の見通しを示すという意味にご理解下さい。 

 

特定非営利活動法人　地産地消を進める会

単位:円

科　　　　　　　　目
特定非営利活動

に関わる事業
その他の事業 合　計 備　　考

Ⅰ.経常収益
１.受取会費 240,000 0 240,000
２.受取寄付金 10,000 0 10,000
３.事業収益 2,146,000 0 2,146,000
 (1)27年度あきた産デーフェア事務委託事業 130,000 0 130,000
 (2)27年度あきた産デーフェア啓発事業 170,000 0 170,000
 (3)26年度検証提言プロジェクト 1,746,000 0 1,746,000
 (4)26年度秋有協事務委託事業 100,000 0 100,000
 (5)その他の事業 0 0 0
４.その他収益 0 0 0
経常収益計 2,396,000 0 2,396,000

Ⅱ.経常費用
１.事業費 2,150,000 0 2,150,000
　　給与謝礼 550,000 0 550,000
　　諸謝金 300,000 0 300,000
　　法定福利費 0 0 0
　　福利厚生費 0 0 0
　　交際費 0 0 0
　　会議会場費 100,000 0 100,000
　　旅費交通費 300,000 0 300,000
　　研修費 0 0 0
　　通信費 200,000 0 200,000
　　消耗品費 200,000 0 200,000
　　外注費 500,000 0 500,000
　　その他雑費 0 0 0
２.管理費 116,000 0 116,000
　　光熱水費 0 0 0
 　 通信費 50,000 50,000
　　地代家賃 0 0 0
　　諸会費 16,000 0 16,000
　　支払い手数料 50,000 0 50,000
　　租税公課 0 0 0
　　その他雑費 0 0 0

経常費用計 2,266,000 2,266,000
当期正味財産増減額 130,000 130,000

前期繰越正味財産額 18,072 18,072

次期繰越正味財産額 148,072 148,072

予　算 書

2015年6月1日から2016年5月31日まで

 


